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観測手引 （10）

　　　　　　　　　　　　太陽面観測報告法（1）

　以前伊達氏の手t：依り，太陽面槻測の根本的な黙に就いて記述しアニ．故に今度は東亜天

文七日の報告用紙に記入する形式1：關して記述して見る．若し報告用紙な持って居れ11’，

其れミ見較べて欲しい．

　1．先づ戴測者は何年，如月分の報告ミ云ふ事な記入する．

　2．…欠t：ee相者名な本名ミ回転マ字双方で記入，槻測地の東純，北緯は1度の駈。桁，

」くは分位迄記入する。次ttee械，使用口径（太陽観測1：Ct絞りか使用すろ場合が多V），丁

寧，方法な記入する．

　3．i欠t：時刻ほ24時間制1：從ふ（日本中央標準時）．シ1インクは構準が採り難いが，ミ

にかく各自の定めに從って認入する（投影の揚合に10階段に分ける事は細かすぎるかも知

れない）．

　4．次に備考eet：其他特記すべき事があれば記入する．且つ飲現し7：日t：は雨，三等の

理由々記入する．この揚州，暴風雨，蛍雨，小雨等の細別は不要である．少しでも雨が降

れに：雨tする．然し，鮫測に曇，雨等の天候に支配される謂はド不可抗力的な鷹合の外t：

器械故障，単行，病氣，多忙（この中t：（t各自の牲殊の事情がある）等の理由で生する．此

の時には，一日中少しでも晴れ間があって，観測が可能であっれが，折悪しく其の機曾に

見る事の出來なかつt：のはすべて「訣」ε記入する．峡測の理由は多忙，試験，出張等詑

科しても良いが，本來太陽黒鮎擬測の報告であって，個八生活の日記の報告ではないから

軍t：th　tして置けば事足v）ろ．故意に観測たサボルのに感心しt　u’が，人聞生活te替んで

居る以上，そう毎日支障なく見られるものではないから，強いて理由な強辮し7Sくミも良

い．れy出來れば，晴間のある限り見うに越し7こ事にない迄の事である。從って，器械故

障，病氣等もやはり訣の中t：含めて良い．す二y平行だけに，自分の姫測地が晴れであっt二

か，ee　uJか，雨か，其の鮎が不明であるから，族ミ記入して良V’．但し族行ミ云っても，

東京市内から同じ市内の別の揚所へ出張するSか，大阪市外から市内に通勘して居る揚合

取ご，族こして見入する事は不當か．t思にれる．大抵其の野合にに雨，曇縄飛（主tし

て多忙）のv’つれt：SSするかは判承事秘そうである．だからth　Sは大阪のものが九州へ行

っt：Sか，近くも名古屋か和歌山位L：行つ†こ易合にのみ記入すろ。以上V5e要約すれば曇，

雨，邸ち．ﾏ測不能日t，鉄即ち観測可能Ht，旅帥ち不明St：三別出來る・從って，槻測

し7二日も訣‘配合すれば，其の観測地に於けろ1ケ月一の槻測可能日が匹田出曲るわけ

である．

　以上の4項目は相日数の報告以外に必ず記入すべき要項である．

　5．相封敏報告　次に肝心の観測報告であるが，この中年も簡翠t4の［t相封数のみの報

告である．この事は，．伊達氏の記事にあっt；加く，晒蝋激欄に109＋fの数だ記入して報

告すろ．

　以上が最も簡軍な報告法であろが，相封薮な報告する以上，必然的に黒貼群ミ，黒鮎撒：

は報告に記入すろ筈であろ；だから今蓮ぺt二迄の報告の仕方は，現在の報告者の全部が一

通りに行って居る報告法である．（未完，木邊）


